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「お母さんの茶話会」と「保護者の勉強会」を開催しました。参加されたみなさまの声をお届けします

「お母さんの茶話会」を開催しました。（4 月 27 日）
色弱の子供を持つお母さんが集まり、子どもの成長と

共に経験したことや、気づき、知ったこと、我が家の

工夫などを話し茶話会を楽しまれました。

「大丈夫よ。私も子どもが幼いときは心配でしょうがな

かったけれど、子どもは子どもなりに工夫をしている

みたい。子どもの方がたくましいわね（笑）」 

　＊ CUDO では、相談窓口を開いています。色覚に関する

ことで戸惑ったり、困ったときにはお気軽にご相談ください。

参加されたお母さんの感想

■色弱の子供を持つお母さんたちとお話しして感じた

ことは「お母さんたちの受け止め方もそれぞれなら、

子供がぶつかる壁もそれぞれ」ということです。

　弱度、強度でもかなり違ってくるとは思いますが、

こちらが深刻に感じているほど子供は深刻に感じてい

ないのかな、と気持ちが軽くなる一方で、幼稚園や学

校生活の中で色覚の多様性を理解されていないことで

起きる問題から守ってあげられるのは私たち母親なの

だな、と改めて感じる機会にもなりました。

■今日は参加させていただき、大変感謝しております。

子どもが就学後におこる予測や情報を提供していただ

けありがたかったです。同時に親と子供のメンタル維

持についてもたくさんの助言をいただき、収穫は非常

に大きいものとなりました。それぞれのお子さんが同

じ型でも見え方の差がある、性格で捉え方も変わる、

というのは視野が広がりますね。やはり自分の周りだ

けが基準になりがちですから、色弱者やその家族が集

まるというのも大変意味のあることだと思いました。

　実際に幾人かの方が持参された物品にも感心しまし

た。個人の工夫から優れた市販品、言葉かけ、子供自

身の行動や知恵、社会のあり方と地域差、まだまだ学

習すべきことはエンドレスだと改めて痛感しました。

　現在、迷ったり困ったときどこを頼りに切り口にし

て、事態を好転させていくか、現在の私の課題であり

ます。我が子が色弱を強みに生きていけるよう、母も

賢くなりたいと思います。本来は参加された皆様に感

謝を申し上げたい気持ちでいっぱいです。またぜひこ

のような機会を得て、再会や新たな出会いにより、情

報共有と個々の今後の言動に繋がることを願います。

色弱の子どもも生活しやすい社会を目指して
　　　　　（5 月 18 日　大阪大学中之島センター）

CUDO では、定期的に「保護者の勉強会」を開催して

います。この春は、大阪で初めて「色弱の子どもへの

配慮～家庭・学校・就職～」の講演会を開催しました。

以前から色弱の子どもを持つお母さんから「大阪でも

勉強会をしてほしい」との声をいただいていました。

本当にお待たせしました！当日は大盛況でした。

講演に参加された方の感想（一部紹介）

■参加してよかったです。私は視力と視野に問題があっ

て色の彩度差や明度差の幅が小さいと判り辛いので、

すべての人にとってカラーユニバーサルデザインが、

国際規模で統一化されたら好いなぁ～と思います。

■長男が色弱で、親としてずっと罪悪感を抱いていま

したが、講演を聞き安心しました。違いを知り、配慮

できるという考えを広げていくことで、皆が安心でき

る世界になるんだと感じました。私自身は教育関係者

なので、自分の立場で一層精進していこうと思います。

■私も色弱の当事者です。（おそらく P 型）色覚のしく

みが理解でき、これから周りの人（教員）にも伝えて

いこうと思います。赤と朱の違いは、私にとって革命

でした。（赤と黒は見分けられないが、朱色と黒は見分

けることができた）

■就職試験で初めて色弱だとわかった人など、知りあ

いに色弱の人が何人かいるので、一度お話を聞いてみ

たいと思っていました。色弱の人たちが違いに気づい

て世の中を変えてくださっていることも知り、すばら

しいと思いました。なかなか楽しい世界なんですね。

■子どもが色の名前を覚えなかったことを叱ってしま

い、色弱だとわかった時、反省しました。今回のよう

な内容を、これから親になる人に伝えられるといいの

ではないかと思いました。

■私は色弱者です。昔は進学、進路に制約がありまし

たが、現在はどのように扱われているのか知りたくて

参加しました。遺伝なので、何か他人には伝えにくく、

自分自身で思いを持つことで、内省が深まり多少は性

格にも影響したのではないかと思います。世間の人に

理解が深まる活動に感謝します。

会員や皆様からの CUD や色覚に関わるお話を掲載します。ご寄稿お待ちしております。( 原稿 365 文字程度 )
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編集後記

検査機器体験・保護者と当事者の交流会

　CUD 友の会の開始は、毎月第三土曜日（基本）。5 月は、

「色覚検査体験」と「当事者と保護者の交流会」同時開催「色

の見え方が違うのは自分だけなの…？」

　当事者の方は「不安だった」という人もいれば、「オンリー

ワン？！やった！！」と思ったという人もいました。子ど

もたちは、初めて、同じ見え方をするお兄さんや大人に出

会い、色の見え方を共有しました。

　「これは色が見分けられないよ～！」と、どうどうと話

す CUD 友の会のメンバー（当事者）。それまで静かだった

幼い子は、目がキョトンとしています。「見分けられない」っ

て言っていいんだ？！そんな雰囲気に、子ども達の声もど

んどん大きくなりました。

　イーガを体験した子…「困ることはない」と言っていた

んだけどイーガをつけて周りをキョロキョロ。赤と緑の違

いを体験したのでありました。

　ある大学生は「自分の色覚タイプは知っていた方がいい

と思う。例えば、社会の地図の色分けが見分けられていな

いことを知らずに丸暗記してしまうんです。後で、これは

おかしい？！と気づく。この国の首都は、こんなに大きかっ

たか？と。僕には見分けられない色がつけられていました。

自分の色覚タイプを知っていれば、地図を見るときにも意

識する。でも、知らなければ、自分に見えるままを覚えて

しまいます。」

　※　次回の友の会は 10 月 21 日です。

　2009 年 1 月事務局スタッフの夢ワークショップをしま

した。その中に「JIS 安全色を CUD にしたい」というのが

ありました。クライアントやデザイナーが色を変えようと

言う方針になっても「その色は JIS で決まっている色だか

ら変えられません」という大きなバリアがあったのです。

今回原案作成委員に就任させていただいたことからこのよ

うな改正につなげることができました。感謝します（K.I.）

★皆様からの投稿ページがあります。CUD や色弱に関す

る投稿を当機構までお送りください。( 原稿 350 文字程度 )　　　　　　　　　　　　　 

siga@gmail.com 伊賀星史　まで 

CUDO 個人賛助会員 ( 会社員 S さん ) による４コマ漫

画です。今号は２話掲載させて頂きました。

毎月第３土曜日は賛助会員主催で『CUD 友の会』を

開催しております。詳しくは当機構ホームページをご

覧ください。

賛助会員へのお知らせ

かっくんの色弱物語 イベント報告

今後のイベント予定

SEASON IN THE CUDO No.22 夏号 2018 年 7 月 30 日発行
発行元：NPO 法人カラーユニバーサルデザイン機構
〒 101-0021
東京都千代田区外神田２丁目１４番１０号　第２電波ビル７階
TEL/FAX：03-6206-0678
発行人：武者廣平

10 月 21 日

9 月 17 日

8 月 24 日

11 月 4 日

12 月 15 日

Kids 商工フェスタ 阿佐ヶ谷

CUD 友の会

神奈川バリアフリーフェスタ　

※予定は変更となることがあります。
　最新の情報、イベントの詳細は決定次第、
　当機構ホームページでご覧いただけます。
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埼玉眼の愛護デー

CUD 友の会


